
個人質問

日
本
共
産
党

   

越お

ち智  

妙た
え
こ子 

　

高
齢
者
の
予
防
接
種

効
果
的
な
費
用
免
除
を

　

高
齢
者
の
定
期
予
防
接
種
に
お
い
て
、
生
活
保

護
受
給
者
や
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、
費
用
の

免
除
申
請
を
行
え
ば
無
料
で
接
種
で
き
る
が
、
制

度
の
周
知
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
他
市
で
は
、

免
除
の
対
象
者
に
は
が
き
を
送
付
し
、
そ
れ
を
持

参
す
る
こ
と
で
無
料
接
種
が
可
能
と
な
る
が
、
本

市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　

他
市
の
状
況
を
確
認
し
、
実
現
の
可
能
性
を
含

め
調
査
し
て
い
き
た
い
。

　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
事
業
に

係
る
予
算
を
増
額
し
、
助
成
対
象
者
を
拡
充
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

補
聴
器
購
入
助
成
は
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
介
護
予
防
施
策
の
一
環
と
し

て
実
施
し
て
お
り
、
助
成
対
象
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
展
開
を
検
討
し

て
い
く
。

A QQA

その他の質問等
◦憲法第25条で保障された最
　低限度の文化的な生活の保障
　という人間の尊厳を守る決意
◦八尾市犯罪被害者等支援条例

公
明
党

   

前ま
え
ぞ
の園  

正ま
さ
あ
き昭 

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組

活
用
し
た
楽
器
寄
附
を

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
を
活
用
し
た
楽
器
寄

附
は
、
寄
附
を
受
け
た
吹
奏
楽
部
の
子
ど
も
た
ち

を
笑
顔
に
し
、
寄
附
者
も
税
額
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
大
変
有
用
な
制
度
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
吹
奏
楽
の
ま
ち
」
を
う
た
う
本
市
と
し
て
、
ぜ

ひ
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
後
、
費
用
対
効
果
や
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、

学
校
や
関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

毎
年
上
昇
し
て
い
る
人
件
費
等
を
踏
ま
え
、
指

定
管
理
料
の
年
度
ご
と
の
見
直
し
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　

一
定
の
変
動
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
の
経
営

努
力
で
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
だ
が
、
想
定
を
超

え
る
急
激
な
賃
金
上
昇
へ
の
対
応
に
関
し
て
は
、

協
議
事
項
と
し
て
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

その他の質問等
◦市内公立中学校における吹 
   奏楽部の楽器購入予算
◦文化会館内における芸術文 
   化相談窓口の設置状況

自宅に眠らせている楽器を寄附
することで、吹奏楽に携わる子
どもたちを応援できる。

QA

八
尾
の
未
来
を
紡
ぐ
会

   

柴し
ば
た
に谷  

匡ま
さ
や哉 

　

縦
割
り
行
政
を
解
消
し

ソ
ー
ラ
ー
設
備
規
制
を

　

斜
面
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
諸
問
題
に
つ
い
て

は
、
庁
内
横
断
で
規
制
等
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

適
切
な
設
置
、
維
持
管
理
の
ル
ー
ル
は
必
要
で

あ
り
、
国
の
検
討
を
注
視
し
た
い
。

　

下
水
道
料
金
に
つ
い
て
、
延
滞
金
制
度
の
導
入

等
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

実
効
性
の
高
い
債
権
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

民
生
委
員
の
活
動
支
援
強
化
に
向
け
、
必
要
な

情
報
提
供
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

個
人
情
報
保
護
と
地
域
支
援
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
つ
つ
、
活
動
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

　

小
学
校
の
学
習
用
端
末
の
管
理
責
任
に
つ
い
て
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
性
質
も
踏
ま
え
た

指
針
等
を
検
討
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
学
校
、
関

係
機
関
が
連
携
し
、
児
童
一
人
一
人
の
最
善
の
利

益
を
確
保
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

A QQA

その他の質問等
◦下水道料金の延滞金制度
◦太陽光発電設備設置の規制
◦高齢者単身世帯の実態把握
◦学習用端末の管理責任

斜面設置の太陽光発電設備は、
環境・安全等への配慮が求めら
れる。

日
本
共
産
党

   

田た
な
か中  

裕ゆ
う
こ子 

　

ご
み
収
集
の
民
間
委
託

受
託
業
者
が
書
類
送
検

　

可
燃
ご
み
等
収
集
運
搬
業
務
の
民
間
委
託
に
お

い
て
、
受
託
業
者
１
社
が
外
国
人
不
法
就
労
助
長

疑
い
で
書
類
送
検
と
な
っ
た
。
そ
の
受
託
業
者
へ

は
、
責
任
者
を
含
む
労
働
者
の
出
向
が
多
数
行
わ

れ
て
い
た
。
出
向
元
が
労
働
者
に
給
料
を
支
払
っ

て
い
る
こ
と
は
偽
装
出
向
や
再
委
託
逃
れ
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
受
託
業
者
に
報

告
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

具
体
的
な
法
令
違
反
が
発
生
し
て
い
な
い
た
め
、

現
時
点
で
は
報
告
を
求
め
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　

府
立
八
尾
支
援
学
校
で
は
施
設
の
老
朽
化
や
過

密
化
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
が
、
市
の
認
識
は
。

　

現
状
に
つ
い
て
は
十
分
認
識
し
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
に
と
っ
て
教
育
環
境
は
非
常
に
重

要
と
考
え
る
た
め
、
環
境
整
備
の
必
要
性
を
大
阪

府
へ
伝
え
て
い
く
。

QA

生徒数に対して教室が足りない
ため、扉で区切って使用してい
る。（写真：府立八尾支援学校）

八
尾
保
守
の
会

   

露つ
ゆ
は
ら原  
行ゆ
き
た
か隆 

　

新
た
な
選
択
肢
と
し
て

学
び
の
多
様
化
学
校
を

　

不
登
校
対
策
を
超
え
た
新
た
な
学
び
の
場
の
選

択
肢
と
し
て
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
学
び
の
多

様
化
学
校
の
設
置
を
進
め
る
と
同
時
に
、
柔
軟
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
を
通
じ
て
、
本
市
独
自
の

学
校
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
構
築
す
べ
き
だ
が
ど
う

か
。　

　
学
校
内
外
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
の
心
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
大
切
に
し

て
お
り
、
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な

支
援
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
不
登
校
者
数

が
減
少
傾
向
と
な
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
引
き
続
き
、
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支

援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
び
の
多
様
化
学
校
に

お
け
る
取
り
組
み
を
注
視
し
つ
つ
、
効
果
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
研
究
を
進
め
る
。

A Q

その他の質問等
◦公共施設等へのマイボトル 
   専用給水スポットの設置
◦キャリア教育と技術職の育成
◦学校教育と社会教育の学社融合

QA

A Q

　個人質問とは、議員が市政全般について、市民の代表として
行う質問のことをいいます。八尾市議会では、答弁を含まず、
1人30分の持ち時間となっています。

個 人 質 問
月定例会
12

R7

学びの多様化学校とは
　不登校の児童・生徒の
実態に配慮した教育課程
を編成し、一人一人の状
況に合わせた教育を実施
する学校のこと。一般の
小学校、中学校、高等学
校等と同じく卒業資格を
得ることができる。

A Q

その他の質問等
◦支援学校と地域の学校との居
   住地交流の内容と実施状況
◦施設内虐待のガイドライン

QA

高齢者の予防接種における免除
申請制度の効果的な周知が必要
である。
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個人質問

公
明
党

   

西に
し
だ田  

尚な
お
み美

　

周
産
期
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

事
業
の
早
期
実
施
を
！

　

妊
娠
中
か
ら
出
産
後
に
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し
た

家
族
が
抱
え
る
深
い
悲
し
み
や
喪
失
感
に
寄
り
添

い
、
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
周
産
期
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
に
つ
い
て
、
本
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
と
し

て
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

産
後
ケ
ア
事
業
に
お
け
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
、
ケ
ア
が
必
要
な
方
に

し
っ
か
り
と
寄
り
添
え
る
よ
う
、
他
市
の
状
況
等

の
調
査
を
含
め
、
前
向
き
に
検
討
を
進
め
る
。

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
、
一
人

一
人
の
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
教
育
課
程
を
編
成

し
、
居
場
所
機
能
な
ど
を
兼
ね
備
え
た
学
校
形
態

で
あ
る
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
の
あ
り
方
の
一
つ

と
し
て
位
置
づ
け
、
必
要
性
や
可
能
性
を
踏
ま
え

た
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

A QQA

流産や死産を経験された方の悲
嘆を少しでも和らげ、安心して
過ごすことができるようにサポ
ートしていく必要がある。

無
所
属

   

鑄い
か
た方  

淳じ
ゅ
ん
じ治 

　

特
区
民
泊
の
既
存
施
設

地
域
住
民
の
安
心
を

　

特
区
民
泊
の
新
規
受
付
は
終
了
し
た
が
、
既
存

施
設
の
営
業
は
継
続
す
る
た
め
、
地
域
住
民
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
条
例
制
定
も
含
め
た

ル
ー
ル
作
り
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

特
区
民
泊
施
設
へ
は
定
期
的
な
立
入
検
査
を

行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
苦
情
等
も
特

に
な
い
。
今
後
、
衛
生
面
だ
け
で
な
く
騒
音
や
ご

み
出
し
な
ど
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
関
係

部
局
と
の
連
携
に
よ
り
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

　

公
有
地
・
公
共
施
設
の
利
活
用
に
係
る
ト
ラ
イ

ア
ル
・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
者
の
試
行
的
活
用
に
よ
る
成
果
を
踏
ま

え
、
利
活
用
の
実
効
性
が
高
ま
る
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

　

公
共
資
産
等
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
興
味
深

い
制
度
で
あ
り
、
本
市
で
導
入
で
き
る
事
業
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

その他の質問等
◦西郡地域の整備事業におけ
　る市営住宅や周辺公共施設
　のビジョン
◦民間活力導入の方針

地域住民が安心して生活できる
よう、特区民泊の既存施設の状
況確認等が継続される。

A QQA

八
尾
保
守
の
会

   

松ま
つ
だ田  

憲の
り
ゆ
き幸 

　

福
祉
事
業
者
の
不
正
等

監
査
体
制
の
強
化
を

　

介
護
及
び
障
が
い
福
祉
事
業
者
へ
の
監
査
体
制

及
び
給
付
適
正
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　

従
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
運
営
指
導
等
に
加
え
、

給
付
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
介
護
事
業
者
へ

の
運
営
指
導
を
外
部
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体

制
の
強
化
を
図
り
、
囲
い
込
み
等
の
過
剰
サ
ー
ビ

ス
の
防
止
を
図
っ
て
い
く
。

　

介
護
事
業
者
等
の
経
営
改
善
の
観
点
か
ら
、
国

の
重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
、
市
と
し
て

支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　

市
民
や
事
業
者
等
の
要
望
も
含
め
、
各
担
当
課

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な

支
援
策
を
講
じ
て
い
く
か
決
め
て
い
き
た
い
。

A QQA

少子高齢化が進み、介護保険給
付が増加している状況において、
給付の適正化は不可欠である。

公
明
党

  

福ふ
く
な
が永 

美み

ち

こ
智
子 

　

終
活
支
援
事
業
実
施
と

フ
レ
イ
ル
対
策
充
実
を

　

身
寄
り
の
な
い
方
の
不
安
に
寄
り
添
い
、
亡
く

な
っ
た
後
も
個
人
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
よ
う
終
活

支
援
事
業
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
が
増
え
て
い
る
状
況

に
課
題
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
終
活
支
援
も
含
め

た
相
談
支
援
体
制
を
よ
り
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
健
康
と
要
介
護
の
中
間
の
段
階
で
あ
る

フ
レ
イ
ル
へ
の
対
策
は
重
要
で
あ
る
。
I
C
T

と
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
フ
レ
イ
ル
の
状
況
を
「
見

え
る
化
」
し
、
自
身
の
改
善
を
認
識
し
な
が
ら
健

康
増
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
市
民

一
人
一
人
の
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
、
フ
レ

イ
ル
予
防
や
介
護
予
防
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を

推
し
進
め
て
い
く
。

A QQA

その他の質問等
◦発達障がい児及び家族等支援
　において、ペアレントメン 
   ター派遣事業を活用した相談
　会・講演会等を開催すべき

▶

その他の質問等
◦年度別万博関連経費の支出
◦万博開催中の本市への波及効果
◦大規模災害発生直後の誤情報
　拡散への対応策

その他の質問等
◦女性のHPVワクチン定期接
　種率の向上
◦男性へのHPVワクチン接種
　費用助成制度の創設

議長が座り、議会の開会・閉会
の宣言や会議の進行を行います。

議長席

議員が座る席で、机上には各議
員の名前が書かれた名立てがあ
ります。

議席 半円形に配置された座席は86
席あり、どなたでも議会の様子
を傍聴できます。

傍聴席
市長や副市長、各部局長などが
座る席です。

執行部席

議員や執行部が質問や答弁など
を行います。

演壇

本会議場＆第 1 委員会室の

・老朽化した機器等の更新により、円滑な議事運営、議会中継を視聴される市民への情報発信を推進します。
・傍聴者の聞きやすさや分かりやすさに配慮した傍聴用設備を整備し、市民との情報共有を推進します。

目的

NEWS

終活支援事業とは
　住み慣れた地域で安心
して暮らし続けられるよ
う、意思疎通が困難になっ
た時や亡くなった時に備
え、延命治療やお墓のこ
となど自分の希望を自治
体に事前登録する事業の
こと。

３月市議会定例会からリニューアル予定

音響映像システム等の機能更新　進行中！

ここで熱い議論が

　繰り広げられる!! 本会議場 をのぞき見!!

89 やお市議会だより やお市議会だよりvol.333 vol.333

や
お
市
議
会
だ
よ
り

Y
A

O
 S

H
I
G

I
K

A
I
 D

A
Y

O
R

I


